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域における ESD の実践的研究、国内各地での ESD の具体化に向けた実践的研究、HESD
（Higher Education for Sustainable Development：高等教育における ESD）と立教大学
内における ESD との連動、アジア太平洋地域において確立したハブ機能のより国際的な
展開など、まさに USR（University Social Responsibility：大学の社会的責任）をベースに、
５年間の成果の実質化と社会還元をめざした活動を展開していきます。
　とくに 2014 年に日本で開催される「国連 ESD の 10 年」（DESD）の最終会合にどう関
わっていくのかという問題は、ESD 研究の未来を考える上でも非常に重要です。この最
終会合をオールジャパンで迎えるために、現在多くの方が尽力しています。たとえば、私














ESD ジャーナル』を創刊する運びとなりました。本誌は ESD 研究所の活動と研究所員や
客員研究員などによる ESD 関連研究や活動の報告の場ですが、ESD を広く普及するとい
うミッションも併せ持っています。このため、従来からの論文中心の研究紀要の体裁では
なく、ビジュアルで興味を持って手に取ってもらえる体裁としました。
立教大学 ESD 研究所長　阿部　治
2013 年７月吉日
創刊の辞
